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新聞広告で富山をPR
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充実した余暇生活を応援します

県
が
三
月
二
十
日
付
け
で
全
国
の
新
聞
二
十

一
紙
に
掲
載
し
た
新
聞
広
告
が
大
き
な

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
四
十
四
道
府
県
と
と
も
に
実
施
し
て

い
る
全
国
地
域
情
報
発
信
事
業
で
、
富
山
県
と
し
て
の
掲
載
は
二
度
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
新
聞
紙
面
上
に
都
道
府
県
を
ば
ら
ば
ら
に
配
し
、
そ
の
形
か
ら
富
山
県
を
見

つ
け
出
す
と
い
う
ク
イ
ズ
形
式
の
広
告
で
、
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
み
ん
な
く

っ
つ
け

ば
、
日
本
」
。
ク
イ
ズ
を
通
じ
て
富
山
県
の
位
置
や
形
を
知

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
緑

化
フ
ェ
ア
や
国
民
文
化
祭、

二

0
0
0
年
国
体
の
各
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を

P

R
す
る
の
が
狙
い
で
す
。
簡
単
に
は
回
答
が
引
き
出
せ
な
い
ク
イ
ズ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
は
が
き
は
約
六
万
四
千
通
。
「地
図
帳
を
開
い
て
、
あ
ら
た

め
て
富
山
県
を
確
認
し
た
」
、
「実
際
に
新
聞
を
切
り
取

っ
て
、
パ
ズ
ル
を
楽
し
ん
だ
」
な

ど
の

コ
メ
ン
ト
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
日
、
文
化
放
送
で
『志
の
輔
ラ

ジ
オ
富
山
が
い
い

』
と
題
し
た
特
別
番
組
が
首
都
圏
を
中
心
に
生
放
送
さ
れ
、
立
川
志
の

輔
さ
ん
が
二
時
間
に
わ
た
り
、
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
富
山
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

県
で
は
今
後
も
、
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た

P
R
活
動
を
通
じ
、
富
山
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
余
暇
を
有
意
義
に
活
用
し
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
と

楽
し
み
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
四

月
六
日
、
「
山
晶
山
発
ゆ
と
り
す
と
倶
楽
部
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
設
立
総
会

が
同
日
、
富
山
県
民
小
劇
場

・
オ
ル
ビ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
会
則
や
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
後
、
役
員
の
選
出
が
行
わ

れ
、
会
長
に
選
ば
れ
た
滑
川
市
の
今
家
喜
敬
さ
ん
は
、
就
任
の
席
上

「
設

立
日
が
本
日
、
八
年
四
月
六
日
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
余
暇
充
実
に

ハ
、
ン
口

内
/

向
け
て
グ
走
ろ
う
w

と
呼
び
か
け
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き
、
設

立
を
記
念
し
て

「
ゆ
と
り
発
見
セ
ミ
ナ
ー
」
が
聞
か
れ
、
余
暇
リ
ー
ダ
ー

の
中
山
妙
子
さ
ん
が
琴
演
奏
を
披
露
し
た
ほ
か
、
制
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー

の
宮
野
素
行
理
事
長
と
米
村
恵
子
主
任
研
究
員
が
、

『余
暇
を
つ
く
る
、
楽

し
む
、
活
か
す
』
を
テ
ー
マ

に
記
念
講
演
を
行
い
、
詰
め
か
け
た
聴
衆
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

県
で
は
平
成
五
年
度
か
ら
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る

個
人
や
団
体
を
グ
ゆ
と
り
名
人
。
お
よ
び
。
余
暇
リ
ー
ダ
ー
。
に
認
定
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
る
富
山
発
ゆ
と

り
す
と
倶
楽
部
は
、
今

後、

地
域
イ
ベ
ン
ト
や

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等

を
通
じ
て
、
県
民
の
余

暇
活
動
の
充
実
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

設立「富山発ゆとりすと倶楽部」
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圏をつなぐ新時代の道

_8月28日

北陸と三大都市
能越自動車道 小矢部砺波JCTー福岡 IC間開通

陸で小ド東にて祝玉福小ト員事 約 二 ン
と中矢 。 I分出いを岡矢をら、式八十了能
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てそ v り
行のる 小
わ開?矢
れ通十部
ま式 τ 砺
しが、波

そ官ら J
u、"-' c 
福堕 T
岡/¥

I九ジ
C キ ヤ
で、ロン

関がク
係 三 シ
者月ヨ

の

交

流

を

促

進

し

、

道

広
域
観
光
ル

l
ト
を

車

形

成

す

る

た

め

に

勤

も
、
残
る
ル

l
ト
の

由
民

早
期
完
成
に
向
け
全

越

力
を
あ
げ
た
い
」
と

能

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

噌

E

能
越
自
動
車
道
は
、
小
矢
部
砺
波
J
C
T
か
ら
伝
川
県
輪
島
市

に
至
る
約
百
キ
ロ

の
高
規
格
幹
線
道
路
で
、
部
分
開
通
は
今
回
が

初
め
て
。

ま
た
、
同
自
動
車
道
を
管
理
す
る
県
道
路
公
社
と
、
北

陸
お
よ
び
東
海
北
陸
自
動
車
道
を
管

理
す
る
日
本
道
路
公
団
が
互
い
に
料

金
を
代
行
徴
収
す
る
こ
と
で
、
連
結
部

に
料
金
所
を
設
け
な
い
全
国
で
初
め

て
の

「
ノ
l
バ
リ
ケ
ー
ド
方
式
」
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
開
通
を
契
機
に
、
能
越
自
動

車
道
が
県
内
の
観
光
や
経
済
、
文
化
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。
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砂
式
典

主高明石一砺:siJCTl闘
を
添
え
た 、

全也
7c 
の
獅
子
舞

zrm:r 
: (福岡 IC "'"小矢部砺波JCT)開通

富

山

県

道

路

公

社
2岡部

3月31日

4月1日

4月3日

4月5日

4月6日

高山本線新型気動車出発式

200 X年県民が燃えるプログラム提

案募集最終審査会及び顕彰式

ふるさとの眺め写真展 (~25 日)

引船「日本海」竣工式

ウエルフェアテクノハウス竣工式

能越自動車道小矢部砺波.JCTー

福岡 IC間開通式

TOYAMA NOW i n原宿'96
{~4 月 3 日)

辞令交付式

消防防災ヘリコ プター就航式

黒部職業能力開発センター竣工式

いきいき富山観光キャンベーン

オープニングフェスティパル

富山発ゆと りすと倶楽部設立総会

平成8年3月11日-4月10日

3月16日

3月20日

3月22日

3月28日
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